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真庭市議会広報 第62号第62号
11月１日発行11月１日発行

令和２年 2020年令和２年 2020年
市   章

北房紅葉公園 804万円 中和・山乗渓谷 2,110万円湯原・湯本温泉館 715万円

蒜山ヒルズ 6,603万円

蒜山・無電柱化 １億5,670万円 蒜山サイクリングセンター 7,012万円

▲
蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン 

６
０
０
万
円

蒜山三座

勝山・神庭の滝 7,174万円

真
庭
を
楽
し
も
う

補
正
予
算

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載



2

　

総
務
費
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

等
の
庁
舎
通
信
環
境
整
備
１
億
２
，

６
８
６
万
円
を
計
上
。
民
生
費
は
米

来
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
２
，

８
９
６
万
円
を
計
上
。
衛
生
費
は
１
人

に
10
万
円
を
支
給
す
る
妊
産
婦
臨
時
特

別
給
付
金
４
，
３
２
３
万
円
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
は
都
会
か
ら
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
支
援
１
，
０
０
０
万

円
を
増
額
。
商
工
費
は
、
蒜
山
サ
イ
ク

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
整
備
７
，
０
１
２
万

円
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
文
化
の
発
信
に

１
，
５
０
０
万
円
、
真
庭
の
観
光
推
進

２
億
３
，７
８
７
万
円
を
計
上
。
消
防
費

は
消
防
庁
舎
仮
眠
室
の
個
室
化
な
ど
に

３
，
２
２
９
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設

の
ト
イ
レ
や
空
調
設
備
改
修
２
億
７
，

３
８
８
万
円
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
等

改
修
７
，
０
８
１
万
円
を
増
額
。
災
害

復
旧
費
は
、
７
月
豪
雨
の
災
害
復
旧
経

費
と
し
て
農
地
・
農
耕
施
設
復
旧
に
７
，

９
８
１
万
円
、
公
共
土
木
施
設
復
旧

９
，
２
２
５
万
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
23
日
に
専
決
処
分
し
た
、
ひ
と

り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
４
，
５
２
３
万

円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
を
承
認
し
ま

し
た
。

一
般
会
計　

主
な
歳
出

洋
式
ト
イ
レ
化
に
３
億
７
，８
８
８
万
円

洋
式
ト
イ
レ
化
に
３
億
７
，８
８
８
万
円

令和２年９月第４回真庭市議会９   　会期９月７日 ９月29日～

17億5,159万円を可決しました

令和２年度９月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は14人
・補正予算３件を可決　議案13件を可決　決算13件を認定
・請願１件を採択　陳情３件を継続審査としました

一般会計
特別会計

公営企業会計

17億４,０６９万円
１,０９０万円

０万円

３８２億３,０３３万円
１２３億７,４８５万円
７７億９,３２２万円

２７.６％増
6.１％減
２３.０％増

９月補正額 対前年比補正後予算額

583億9,840万円583億9,840万円
補正後の全会計予算額

89億2,366万円（18.0％）増89億2,366万円（18.0％）増
対 前 年 比

９月議会の会議録は12月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

千円を四捨五入

単位：万円令和２年度９月補正　会計別予算集計表
９月補正額

174,069

0

469

0

0

0

621

0

0

1,090

0

0

0

0

175,159

補正後予算額

3,823,033

511,715

79,488

615,588

5,111

7,550

3,132

756

14,145

1,237,485

260,333

349,680

169,309

779,322

5,839,840

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

６
、７
ペ
ー
ジ
に
特
集

主な

議決
内容

６
月
補
正
予
算

専
決
処
分
を
承
認



契
約
の
相
手
方　

梶
岡
建
設

㈱
・
㈱
三
木
工
務
店
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体　

代
表
者　

真
庭
市
上
市
瀬
166

梶
岡
建
設
㈱

資
材
の
運
搬
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。い
つ
完
成

し
、い
つ
オ
ー
プ
ン
す
る
の
か
。

運
搬
は
別
に
契
約
を
す

る
。こ
の
工
事
の
完
成
は

令
和
３
年
３
月
。そ
の
後
外
構
や

駐
車
場
の
工
事
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
展
示
品
等
を
そ
ろ
え
、
令
和
３

年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。
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●
動
産
の
買
入
れ

購
入
物
件　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
移
築
建

築
物
の
建
築
資
材
等
一
式

契
約
の
方
法　

随
意
契
約

契
約
金
額　

８
億
700
万
円

契
約
の
相
手
方　

東
京
都
千

代
田
区
大
手
町
一
丁
目
１
番

１
号　

三
菱
地
所
㈱　

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

事
業
名　

蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

工
事
名　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
移

築
工
事

契
約
金
額　

８
億
１
，４
０
０
万
円

【討
論
あ
り
】

【反
対
】庄
司
史
郎

　

こ
の
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

例
え
て
言
え
ば
「
お
店
は
作
る
。

店
主
も
売
る
商
品
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。で
も
売
値
は
決
め
て
お

り
、
売
り
上
げ
は
７
千
万
円
見
込

む
。そ
し
て
ト
ー
タ
ル
と
し
て
黒

字
に
な
る
」
と
い
う
不
思
議
な
計

画
で
あ
る
。将
来
に
保
証
で
き
る

中
身
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
議

案
に
反
対
す
る

【
賛
成
】長
尾
修

　

本
事
業
に
伴
う
予
算
が
３
月

に
上
程
さ
れ
、
議
会
と
し
て
予
算

は
可
決
し
た
。そ
の
後
の
予
算
執

行
と
し
て
の
議
案
で
あ
る
。委
員

会
に
対
し
そ
の
都
度
説
明
が
あ

り
、
案
も
含
め
て
一
定
の
手
順
を

踏
ん
だ
流
れ
の
中
で
今
回
上
程

さ
れ
た
と
理
解
し
て
お
り
、
こ
の

議
案
に
賛
成
す
る
。

▼
議
案
に
賛
成
し
た
議
員

　

緒
形
尚
、
妹
尾
智
之
、
岩
本
壯

八
、福
島
一
則
、柴
田
正
志
、谷
本

彰
良
、原
秀
樹
、山
本
久
惠
、竹
原

茂
三
、初
本
勝
、河
部
辰
夫
、長
尾

修
、入
澤
廣
成
、福
井
荘
助
、中
尾

哲
雄
、柿
本
健
治
、中
元
唯
資
、小

田
康
文
、大
月
説
子
、築
澤
敏
夫
、

氏
平
篤
正　

議
席
番
号
順

▼
議
案
に
賛
成
し
な
か
っ
た
議

員　

岡
﨑
陽
輔
、庄
司
史
郎

A Q

Q：Question= 問　A：Answer= 答3

晴
海
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ 

蒜
山
へ

動
産
買
入
れ
・
工
事
請
負
契
約
と
も

動
産
買
入
れ
・
工
事
請
負
契
約
と
も

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
名　

落
合
学
校
給
食
共

同
調
理
場
建
築
主
体
工
事

契
約
金
額　

５
億
３
，
０
２
０   

万
円

契
約
の
相
手
方　

梶
岡
建
設

㈱
・
㈱
酒
井
工
務
店
・
㈱
森
本
組

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者　

真
庭
市
上
市
瀬
166

梶
岡
建
設
㈱ 

い
つ
完
成
し
、
総
事
業
費

は
こ
の
金
額
を
超
え
な

い
の
か
。令和

３
年
12
月
に
完
成
予

定
。翌
年
４
月
に
稼
働
。本

契
約
以
外
に
、電
気
設
備
や
機
械

設
備
２
億
１
，
６
０
０
万
円
が
必

要
。令
和
２
～
４
年
度
の
債
務
負

担
行
為
は
、
総
額
９
億
５
，
０
０

０
万
円
を
予
定
。

野球場野球場

至白梅
団地

至白梅
団地

建設予定地建設予定地

ゲートボール場ゲートボール場

サッカー場サッカー場

池池

市道 下市瀬下方線
市道 下市瀬下方線

中国道中国道
至落合IC至落合IC

NN A Q 落
合
学
校
給
食

共
同
調
理
場

５
億
３
，０
２
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
財
政
悪
化
に

対
し
財
源
確
保
を
国
に
求
め
る

も
の
で
す
。審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
で
採
択
し
、
意
見
書
を
衆
議

院
議
長
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

個
人
住
民
税
に
お
け
る
ひ
と

り
親
に
対
す
る
所
得
控
除
が
、婚

姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。ま
た
、
企
業
の
本
社
機
能

を
真
庭
市
に
移
転
し
た
場
合
の

固
定
資
産
税
の
税
率
を
減
じ
る

特
例
が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

一
昨
年
の
７
月
豪
雨
で
、
氾
濫

し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
恐

れ
の
あ
っ
た
中
津
井
川
の
ほ
か
、

市
内
未
改
修
区
間
の
河
川
改
修

の
早
期
実
現
を
県
に
求
め
る
も

の
で
す
。審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
採
択
し
、意
見
書
を
県
知
事

等
に
提
出
し
ま
し
た
。

請
願

発
議

© Kengo Kuma & Associates

© Kengo Kuma & Associates隈研吾氏設計のCLT建築物が蒜山へ

９月定例会

税
採
択

採
択

の
改
正
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主な

議決
内容

　

令
和
３
年
４
月
執
行
真
庭
市

議
会
議
員
選
挙
の
定
数
を
24
人

か
ら
21
人
に
削
減
す
る
。
提
出

者 

小
田
康
文 

賛
同
者　

大
月

説
子
、庄
司
史
郎
、竹
原
茂
三

【
提
案
の
理
由
】小
田
康
文

　

真
庭
市
の
人
口
は
４
４
，３
５

２
人
で
あ
り
、
毎
年
510
人
ほ
ど

減
少
し
て
い
る
。
議
員
定
数
24

人
で
は
議
員
１
人
当
た
り
の
人

口
は
１
，
８
４
８
人
で
あ
る
。
人

口
４
４
，１
７
７
人
の
赤
磐
市
は

定
数
18
人
で
人
口
割
り
は
２
，４

５
４
人
で
あ
る
。
真
庭
市
議
会

の
議
員
定
数
は
県
内
近
隣
市
と

比
較
し
て
も
極
端
に
多
く
定
数

を
24
人
か
ら
21
人
に
削
減
す
べ

き
で
あ
る
。

【討
論
あ
り
】

【３
人
減
に
反
対
】妹
尾
智
之

　

真
庭
市
は
県
下
で
一
番
広
く
、

地
域
の
特
性
も
多
様
で
あ
り
、
議

員
数
を
削
減
す
る
こ
と
が
良
化

と
す
る
こ
と
と
は
限
ら
な
い
。
市

長
と
議
員
は
二
元
代
表
制
と
い

わ
れ
る
中
、
広
大
な
面
積
を
持
つ

真
庭
市
の
市
民
の
声
を
行
政
に

生
か
す
こ
と
が
益
々
困
難
に
な

る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

【３
人
減
に
賛
成
】庄
司
史
郎

　

現
在
の
地
方
議
会
は
、
委
員
会

中
心
主
義
と
い
う
こ
と
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。真
庭
市
は
３
委
員
会

で
あ
る
。県
下
他
市
の
議
会
の
定

数
は
18
か
ら
22
が
現
状
で
あ
る
。

３
委
員
会
、
委
員
数
７
人
で
21

人
。こ
れ
で
委
員
会
を
構
成
し
て
、

十
分
な
議
会
活
動
を
や
っ
て
い
け

る
と
確
信
し
、発
議
に
賛
成
す
る
。

【３
人
減
に
反
対
】岩
本
壯
八

　

市
民
の
声
を
汲
み
取
り
、
市
政

に
意
見
を
反
映
さ
せ
、
監
視
機

能
を
強
化
す
る
に
は
削
減
す
べ

き
で
な
い
。大
事
な
視
点
は
市
民

の
代
表
と
し
て
い
か
に
働
き
汗

を
流
す
か
と
い
う
質
の
問
題
が

議
論
さ
れ
る
べ
き
。
少
な
け
れ
ば

議
員
の
質
が
向
上
す
る
と
は
な

ら
な
い
。
成
す
べ
き
こ
と
は
議
会

改
革
・
議
員
改
革
だ
。

【３
人
減
に
賛
成
】長
尾
修

　

今
ま
で
、
改
選
の
た
び
に
投
票

議
員
定
数
削
減
案 

否
決

数
も
投
票
率
も
下
が
っ
て
お
り
、

近
隣
市
で
は
無
投
票
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
議
会
が
無
投
票
に

な
っ
た
場
合
は
、
有
権
者
は
投
票

や
選
ぶ
権
利
が
失
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
候
補
者
の
政
策
を
聞
い

て
、
選
挙
で
意
思
表
示
が
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
定
数
削
減

に
賛
成
で
あ
る
。

【３
人
減
に
反
対
】中
尾
哲
雄

　

議
員
報
酬
を
含
む
議
会
費

は
、
予
算
額
の
0.8
％
と
低
く
、

額
の
35
万
円
は
15
市
の
内
美
作

市
、
新
見
市
、
高
梁
市
に
次
ぎ
下

か
ら
４
番
目
で
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
日
本

全
国
で
災
害
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
定
数
削
減
を
行
う
事
で

市
民
の
窓
口
が
少
な
く
な
る
こ
と

か
ら
現
時
点
で
は
反
対
す
る
。

【３
人
減
に
賛
成
】緒
形
尚

　

議
員
削
減
で
、
民
意
が
市
政

に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
と
の

考
え
方
が
あ
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、

様
々
な
広
報
媒
体
が
普
及
し
て

お
り
、
民
意
の
把
握
に
は
必
須
の

手
段
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ

と
か
ら
も
、
現
在
の
定
数
を
維
持

し
な
け
れ
ば
市
民
の
負
託
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た

根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

【３
人
減
に
反
対
】河
部
辰
夫

　

市
議
会
議
員
選
挙
ま
で
時
間

が
無
い
中
、
定
数
を
削
減
す
る
の

で
は
な
く
、
次
の
議
員
に
検
討
し

て
も
ら
え
れ
ば
良
い
と
考
え
る
。

選
挙
が
無
投
票
に
な
る
と
い
う

意
見
も
あ
る
が
、各
地
区
で
候
補

者
を
出
さ
せ
る
努
力
を
我
々
が

す
れ
ば
良
い
。

【３
人
減
に
賛
成
】竹
原
茂
三

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
色
々
考
え

方
は
あ
る
が
、
面
積
割
で
な
く
人

口
割
で
や
る
べ
き
。
定
数
削
減
は

次
の
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
我
々
が
今
、
こ
の

真
庭
市
議
会
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
考
え
る
べ
き
で
、
こ
の
よ
う
な

重
要
な
こ
と
を
次
の
人
に
任
せ
れ

ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

【３
人
減
に
反
対
】柿
本
健
治

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
っ

て
、
議
決
権
と
監
視
機
能
も
あ

る
議
会
が
定
数
削
減
だ
け
で
住

民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
の
か
。

住
民
か
ら
負
託
を
受
け
て
い
る

我
々
一
人
ひ
と
り
が
活
動
し
て
い

け
ば
理
解
は
変
わ
っ
て
い
く
。
な

ぜ
議
員
に
手
が
挙
げ
づ
ら
い
の

か
議
論
し
て
い
く
事
が
重
要
で
、

定
数
を
21
名
に
す
る
事
に
反
対
。

▼
定
数
削
減
に
賛
成
し
た
議
員

　

緒
形
尚
、
福
島
一
則
、
柴
田
正

志
、
谷
本
彰
良
、
竹
原
茂
三
、
庄

司
史
郎
、
長
尾
修
、
入
澤
廣
成
、

小
田
康
文
、
大
月
説
子
、
氏
平
篤

正　

議
席
番
号
順

▼
定
数
削
減
に
賛
成
し
な
か
っ

た
議
員　

妹
尾
智
之
、
岩
本
壯

八
、
岡
﨑
陽
輔
、
原
秀
樹
、
山
本

久
惠
、
酢
本
勝
、
河
部
辰
夫
、
福

井
荘
助
、
中
尾
哲
雄
、
柿
本
健

治
、中
元
唯
資
、築
澤
敏
夫

・
議
員
24
人　

平
均
66
歳

・
政
務
活
動
費　

支
給
額　

864
万
円 

使
用
額
480
万
円

・
本
会
議
等
の
開
催
状
況　

開
催
日
数
21
日 

傍
聴
者
数
133
人

・
議
会
運
営
委
員
会　

24
回

・
総
務
常
任
委
員
会　

18
回

・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
23
回

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
16
回

・
予
算
審
査
特
別
委
員
会
２
日

18
ペ
ー
ジ
に
続
く 

指
定
管
理
者

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
２
日

・
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
16
回

　

発
行
部
数
１
７
，
５
０
０
部　

24
ペ
ー
ジ
４
回
発
行

・
会
議
録
の
作
成
１
，
０
５
４
ペ
ー
ジ

・
市
長
提
出
議
案　

121
件

否
決
し
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
議
員
提
出
議
案　

４
件

・
請
願
１
件
、
陳
情
11
件

（
採
択
10
件
、
不
採
択
２
件
）

・
一
般
質
問　

代
表
５
人

個
人
49
人

※
業
務
デ
ー
タ
集
よ
り
抜
粋

デ
ー
タ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

９月定例会

定
数
は
24
人
の
ま
ま



９月定例会

監査委員の報告から抜粋
　経常収支比率は90.4％で、前年
度に比べ0.6ポイントとやや硬直化
が進み、財政力指数も0.294と前年
度に比べ0.004ポイント低下した。
　また、実質公債費比率は10.1％
で、前年度に比べ0.3ポイント高く
なっているが、将来負担比率は前
年度に引き続き、充当可能な財源
が将来負担を上回っており、実質
的に13.9ポイント改善している。
　将来にわたり安定的な財政運
営を維持できるよう、今後とも行
政改革推進と財政基盤の強化に
努められたい。

一般会計と特別会計の決算状況
　令和元年度一般会計及び特別
会計を合わせた決算額は歳入453
億9,720万円、歳出438億9,136万円
であり、差引額は15億584万円の黒
字となりました。一般会計、特別会
計、企業会計決算13件はいずれも
認定となりました。

　決算審査特別委員会は、９月14日の本会議で付託された令和元年度
真庭市一般会計決算の認定のほか、特別会計、企業会計、計13件につい
て９月23日、24日に審査しました。その概要と監査委員から報告のありま
した財政状況の内容をお知らせします。

一般会計歳出決算額 309億1,004万円 13億2,231万円の黒字

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

0.298

89.8%

9.8%
-

0.294

90.4%

10.1%
-

区　分 平成30年度 令和元年度
普通会計における財政分析の状況	

３つの企業会計（資本収支の掲載は省略しています）

市税

地方消費税交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

その他

合計

518,280 

80,736 

1,365,619 

26,187 

36,431 

230,041 

181,191 

112,918 

205,762 

40,875 

313,736 

111,458 

3,223,234 

16.1 

2.5 

42.4 

0.8 

1.1 

7.1 

5.6 

3.5 

6.4 

1.3 

9.7 

3.5 

100.0 

款 収入済額 構成
比率

一般会計歳入一覧表 単位：万円

千円を四捨五入

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

合計

22,999 

352,360 

736,984 

260,692 

161,784 

61,418 

262,572 

141,790 

321,743 

121,873 

399,740 

247,048 

3,091,004 

0.8 

11.4 

23.9 

8.4 

5.2 

2.0 

8.5 

4.6 

10.4 

3.9 

12.9 

8.0 

100.0 

款 支出済額 構成
比率

一般会計歳出一覧表 単位：万円

令　和
元年度

委 員 長
竹 原 茂 三

副委員長
山 本 久 惠

財政調整基金

減債基金

土地開発基金

未来を担う人応援基金

振興基金

情報化施設整備基金

ふるさと真庭応援基金

真庭市立学校施設整備基金

真庭市認定こども園等施設整備基金

公共施設整備等基金

旧遷喬尋常小学校整備利活用基金

国民健康保険事業基金

その他

合計

1,115,655 

309,214 

40,515 

100,751 

265,509 

72,134 

23,002 

38,337 

31,440 

984,592 

8,983 

65,685 

56,728 

3,112,545 

区分 決算年度末
現在高

基金（令和２年３月31日現在）単位：万円

単位：万円

単位：万円１億８，３５４万円の黒字	
特別会計歳出 億 万円

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護保険（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業

浄化槽事業

津黒高原観光事業

クリエイト菅谷事業

温泉事業

合計

501,793 

72,188 

614,591 

4,278 

84,519 

8,105 

2,050 

754 

9,855 

1,298,132 

区　分 歳出決算額

放課後児童クラブ さくらんぼ　久世 市道舗装長寿命化　市道泉惣線

国民健康保険湯原
温泉病院事業会計

水道事業会計

事業収益

事業費用

事業収益

事業費用

142,443 

140,340  

62,950  

55,524  

下水道事業会計
事業収益

事業費用

177,540  

174,894  

5

竹原委員長
山本副委員長

１２９ ８，１３２



・医療機関等へ医療の継続を支
援するため助成　　　 799万円
　病院 20万円×７施設、診療所

（医科・歯科）10万円×47 施設、助
産所７万円×２施設、調剤薬局７
万円×25施設

・介護サービス事業所応援
4,447 万円

　継続した介護サービス提供を支
援するため、新型コロナウイルス感
染症の長期化及び市内発生時に
備えた衛生用品購入費等を助成
　（訪問系83事業所、通所系42事業
所、短期入所系20事業所、多機能型
６事業所、介護施設37事業所）
　基本額10万円＋加算額
 新しい生活スタイルの実践
・公金キャッシュレス、市民ポイ
ント調査研究　　　　  234万円
・コンビニ交付サービス事業

524万円
　全国のコンビニで住民票、印
鑑登録証明書、課税証明書を取
得できるようにする
　令和３年６月サービス開始予定
　マイナンバーカードが必要

・空き家取得・改修　　  640万円
　移住希望者が対象　補助率
１/ ３　80万円が上限
・”地域のたまりば””地域おため
し住宅”の整備に補助  240万円
　空き家登録団体が対象　補
助率10/10　80万円が上限
・市内交流事業　　　 500万円
　ＳＤＧｓツアー、バイオマス発
電所見学などの体験を市民に
　（一社）真庭観光局へ補助

９月定例会

6

・就農トータルサポート事業
1,000万円

　60 歳未満で実家の農業を継
続するためのUターン者、50歳以
上60 歳未満で Iターンして独立、
自営就農する方が対象
　前年の所得が 600万円以下
　100万円が上限
・高齢者機能維持向上 256万円
　運動機能分析装置及び体組
成計を導入
 新しい観光スタイル環境整備
・蒜山ハーブガーデンハービル展
望エリア改修　　　　 600万円
・蒜山ヒルズ改修　　 6,603万円
・山乗渓谷歩廊改修　 2,110万円

〔勝山神庭の滝整備 7,174万円〕
・遊歩道塗装　　　　3,295万円
・立木の伐採、落石防止  158万円
・ウッドデッキ等新設、サル監視
小屋改築　　　　　 1,448万円
・観楓荘解体、ポンプ小屋新設

2,273万円
・北房紅葉公園　紅葉広場の転
落防止柵改修　          804万円
・北房ほたる公園ベンチ、小橋の
修繕　　　                 53万円
・北房観光誘導看板制作266万円

 未来への投資
・ＧＩＧＡスクールＩＣＴ支援、家庭
内通信環境整備　　       854万円
　家庭にインターネット通信環境
がない就学援助対象世帯（推計
102世帯）に環境整備費用の１/２

（上限２万円）を補助する

・米来幼稚園の認定こども園化
2,896万円

　ＣＬＴ造の３歳児保育室（定員
10名程度）、トイレの増築
　令和３年４月１日開園予定

〔蒜山プロジェクト環境整備
2億4,182万円〕

・無電柱化推進　   １億5,670万円
・ブランドコンセプト推進1,500万円
・サイクリングセンターを整備

7,012万円
　自転車関連商品の開発、サイク
リング文化の発信　ＣＬＴ建築物
を移築する敷地内につくる

〔森林環境譲与税の活用4,259万円〕
・木材リノベーション事業 240万円
　真庭産材を10万円以上使った
市内建築業者に3/4補助
　50万円が上限
・林道維持補修　　　   4,019万円
　新たに作業道も対象
・農山漁村振興　　　　500万円
　ポータルサイト（ネット販売）を
構築する

●コロナ対策以外５億6,684万円

増築予定増築予定

米来幼稚園米来幼稚園

園庭園庭
玄関玄関

園舎園舎

新型コロナウイルス感染症

緊 急 対 策
11億8,476万円

◀
真
庭
市
役
所

まにぞう
自転車に挑戦！



7

９月定例会

ル、蒜山ヒルズ、湯本温泉館、旦地区
（勝山）、コスモスの里、北房紅葉公

園、蒜山Ｂ＆Ｇ海洋センター体育
館、蒜山郷土博物館、匠蔵、勝山運
動公園、勝山スポーツセンター体育
館、久世エスパスセンター、宮芝グ
ラウンド、白梅総合体育館、北房Ｂ
＆Ｇ海洋センター体育館、北房ふる
さとセンター、北房文化センター、八
束・勝山・河内こども園、富原・月田・
久世第二保育園、川上・中和・美甘・
草加部・米来・遷喬・樫邑・河内・美
川・天津小学校、勝山・湯原中学校、
本庁舎、蒜山・北房・勝山・美甘振興
局、川上保健センター、八束老人福
祉センター、中和デイサービスセン
ター、湯原保健センター、勝山保健
福祉センター、久世保健福祉会館）

・ボイラー空調改修、換気機能付
きエアコン設置など１億7,612万円

（観光２、スポーツ･文化４、公立
園14、美甘振興局、計21施設）

・学校、こども園等の保健衛生用
品の購入                         5,019万円
　マスク、消毒液等の配布及び設
備の改良により、新型コロナウイル
ス感染予防を図る

	感染予防のための環境整備
・避難所備蓄品の購入　895万円

（ダンボールベッド460個、ダンボ
ール間仕切り730 個、屋内テント
390 張）

・河川ライブカメラの増設
2,783万円

　市独自で７か所増設する（既
設：県設置４か所、市設置12か所）

〔庁舎通信環境整備
１億 2,686万円〕

・Ｗｅｂ会議システム拠点整備（本
庁、各振興局、消防、病院）

9,107 万円

・本庁舎の無線ＬＡＮ機器の更
新など　                      1,138万円
・議場委員会室の映像音声の改善

2,441万円
・トイレの洋式化 ３億7,888万円
　和式便器の洋式化、自動手洗
い、床の乾式化など（津黒高原キャ
ンプ場、蒜山ハーブガーデンハービ

・インフルエンザ予防接種費用
助成                          1,570万円
　新規に13歳～ 65歳未満1,000円
助成（１回）　現行の１歳～ 13歳
未満1,621円（２回）、65歳以上2,947
円（１回）は今年も助成する
※生後６か月～小学６年生は県の
助成により無償となる　12月末まで

・消防庁舎仮眠室の個室化
3,072万円

（本署13室、蒜山分署４室、美新
分署４室、北房分署４室）

・消防署が所有する全ての救急
車（６台）に常時積載型のオゾン
発生器を導入　　　　 157万円

 妊産婦・医療・介護応援給付金
・コロナ禍の妊産婦に給付金を
支給　　　　　　　 4,323万円
　一人あたり10万円、双子なら20
万円支給
　対象：令和２年４月28日～令和
３年３月31日までに
母子健康手帳
の交付を受け
た人

予 算予 算
　予算審査特別委員会は本会議で付託された９月補正予算を９月18日
に審査し、原案どおり可決しました。
　一般会計歳出の内容を２ページ特集でお届けします。

●新型コロナウイルス感染症緊急
対策11億8,476万円

一般会計補正予算 17億4,069万円を可決

９　月
補　正

千円未満四捨五入主要事業一覧

7

イメージ

常に除菌し
ているから
安心

真庭市ホームペー
ジ、MITで見れます。
画面は勝山の中橋

会議イメージ

中尾委員長

インフルエンザに
気を付けよう！



の
た
め
真
庭
に
来
て
も
ら
う
形
の
開
催
は

中
止
と
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
生
き
抜
く

た
め
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
農
山
村
か
ら
提

案
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
を
企
画
し
た
と
の
こ
と
。
９
月
か
ら
毎

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
全
７
回
、
各
分
野
の
第

　

本
委
員
会
は
、
６
月
２
日
、
11
日
、
23

日
、
７
月
３
日
、
10
日
、
31
日
、
８
月
７

日
、
12
日
、
20
日
、
27
日
に
開
催
し
、
各

担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

■
美
作
大
学
誘
致

　

６
月
12
日
に
学
校
法
人

美
作
学
園
藤
原
理
事
長
へ
真

庭
市
内
に
新
学
科
設
置
の
提

案
・
要
望
文
書
を
送
付
し
、

６
月
18
日
に
は
藤
原
理
事
長

を
訪
問
し
て
直
接
申
し
入
れ

を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
同

日
に
谷
口
津
山
市
長
も
訪
問

し
、
新
学
科
設
置
を
申
し
入

れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

今
後
進
め
て
い
く

中
で
、
話
を
決
め
て

か
ら
議
会
に
報
告
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。相

談
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
彩
な
講
師
を
お

迎
え
し
て
開
催
す
る
予
定
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

■
地
域
防
災
説
明
会

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
12
日
に
か
け
て
、
７

地
区
、
９
回
の
説
明
会
を
開
催
し
、
自
主
防

災
組
織
の
代
表
者
、
防
災
士
な
ど
、
243
名
の

参
加
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
防

災
説
明
を
行
い
、
私
の
避
難
プ
ラ
ン
を
活
用

し
、
災
害
時
に
逃
げ
遅
れ
が
な
い
よ
う
、
体

制
づ
く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
も
周
知
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
こ
の
説
明

会
の
振
り
返
り
と
取
り
組
み
事
例
を
と
り

ま
と
め
て
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
で

共
有
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
な
ど

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
波
及
、
相
乗

効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
自
主
防
災
組
織
の
支

援
に
努
め
て
行
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

防
災
説
明
会
で
、
各
地
区
非
常
に
良

い
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
会
で
の
動
画
を
記
録
用

と
し
て
撮
っ
て
い
る
と
の
事
な
の
で
、
そ
の

動
画
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組
織
な
ど

へ
配
布
し
て
、
皆
さ
ん
で
見
て
勉
強
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。

動
画
も
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
た

め
、
検
討
し
た
い
。

■
真
庭
な
り
わ
い
塾

　

平
成
28
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
真
庭

な
り
わ
い
塾
は
、
毎
年
、
約
20
人
の
塾
生

が
、
年
に
全
８
回
真
庭
市
へ
講
座
に
通
い
、

こ
れ
ま
で
80
人
以
上
の
塾
生
が
真
庭
市
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

A

A

Q

Q

Q：Question= 問　A：Answer= 答

《
総
合
政
策
課
》

《
危
機
管
理
課
》
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《
交
流
定
住
推
進
課
》

オンラインで開催された真庭なりわい塾　北房会場

澁澤塾長の話を聞く参加者　中和会場



　

本
委
員
会
は
、
６
月
３
日
、
11
日
、
７

月
３
日
、
８
日
、
27
日
、
８
月
24
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
二
川
デ
マ
ン
ド
交
通
が
ス
タ
ー
ト

　

く
ら
し
安
全
課
よ
り
二
川
地
域
に
お
け
る

「
二
川
デ
マ
ン
ド
交
通
」
運
行
事
業
の
開
始

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上
と
、
枝

線
運
行
見
直
し
に
よ
る
効
率
化
を
図
る
た

め
、
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
「
藤
森
ル
ー

ト
」
を
転
換
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
運
行
す
る
「
二
川
地
域
ル
ー
ト
」
を
新
設

し
、
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

広
い
地
域
を
擁
す
る
二
川
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ま
に
わ
く
ん
」
は
、
上
福
田

ル
ー
ト
と
藤
森
ル
ー
ト
の
２
路
線
で
の
運
行

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
時
定
路
線
の

た
め
利
用
し
づ
ら
く
、
利
便
性
に
欠
け
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域
運

行
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
組
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
力
向
上
や
な
り
わ
い
づ
く
り
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
と
の
こ
と
で
す
。

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど
広
報
に
努

め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
新
庄
村
診
療
所
へ
の
医
師
派
遣
終
了

　

湯
原
温
泉
病
院
よ
り
新
庄
村
診
療
所
へ

の
医
師
派
遣
終
了
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
か
ら
新
庄
村
診
療

所
へ
湯
原
温
泉
病
院
の
医
師
を
週
５
日
派

遣
を
し
て
い
ま
す
。
診
療
所
へ
の
派
遣
に
よ

り
、
湯
原
温
泉
病
院
を
受
診
さ
れ
た
方
の

う
ち
新
庄
村
の
方
は
、
派
遣
前
の
平
成
29

年
は
33
名
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
派
遣
を
始

め
た
30
年
度
に
は
95
人
へ
増
加
し
た
そ
う

で
す
。

　

新
庄
村
よ
り
診
療
所
の
医
師
が
決
ま
っ
た

と
い
う
報
告
を
受
け
、
今
年
度
で
派
遣
が
終

了
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
学
校
の
臨
時
休
業
の
考
え
方

　

学
校
教
育
課
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
学
校
の
臨
時
休
業
の
考
え

方
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場

合
で
も
、
基
本
的
に
学
校
の
臨
時
休
業
は
行

い
ま
せ
ん
。
も
し
、
児
童
生
徒
・
教
職
員
に

感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
該
当
の
学
校

を
臨
時
休
業
と
し
、
消
毒
の
完
了
と
濃
厚
接

触
者
の
確
認
で
き
次
第
、
再
開
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
・
教
職
員
が
検
査
を
受

け
る
場
合
に
は
、
検
査
の
結
果
に
よ
り
、
そ

の
後
の
休
業
を
判
断
す
る
そ
う
で
す
。

「
ま
に
わ
く
ん
」の
委
託
料
は
ど
の
程

度
軽
減
さ
れ
る
の
か
。

６
月
か
ら
の
事
業
な

の
で
10
か
月
の
試
算

と
な
る
が
、
お
よ
そ
半
額
程

度
に
な
る
見
込
み
。
経
費
の

削
減
だ
け
で
な
く
、
委
託
費

が
地
域
経
済
の
循
環
に
つ
な

が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

■
障
が
い
者
の
活
躍
推
進

　

福
祉
課
よ
り
真
庭
つ
な

が
り
促
進
事
業
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
働

い
て
い
る
真
庭
市
内
の
就

労
継
続
支
援
事
業
所
で
製

造
・
販
売
し
て
い
る
商
品

の
う
ち
、
対
象
商
品
を
購

入
さ
れ
た
方
に
対
し
、
購

入
費
用
を
一
部
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
、
本
事

業
に
取
り
組
む
事
業
所
へ

協
力
金
を
支
給
す
る
事
業

で
す
。

　

市
長
へ
の
事
業
所
プ
レ

Q：Question= 問　A：Answer= 答

《

教
育
委
員
会
》

《

生

活

環

境

部

》

《
湯
原
温
泉
病
院
》
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健
康
福
祉
部
》

事業所が市長へプレゼンテーション　市役所応接室



　

本
委
員
会
は
、
６
月
４
日
、
11
日
、
７

月
６
日
、
28
日
、
８
月
３
日
、
21
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況

　

産
業
政
策
課
よ
り
蒜
山　

晴
海
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

三
菱
地
所
㈱
が
東
京
都
中
央
区
晴
海

で
運
営
し
て
い
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
は
、
９
月
下
旬
で
終
了
し
、

10
月
に
は
解
体
工
事
を
開
始
し
ま
す
。
こ

の
解
体
工
事
と
並
行
し
、
現
地
で
の
部
材

の
検
収
、
検
品
を
行
い
、
真
庭
市
内
に
部

材
が
移
送
さ
れ
る
よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
７
日
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物

の
移
築
に
か
か
る
真
庭
市
と
三
菱
地
所

㈱
の
協
力
体
制
を
確
認
す
る
た
め
の
覚
書

を
結
ん
だ
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
る
中
、
移
築
に
関

し
て
三
菱
地
所
㈱
と
、
今
年
度
内
の
移
築

に
つ
い
て
双
方
で
合
意
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

災
害
に
よ
る
修
繕
は
、
国
の
補
助
金

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
を
実
施
す

る
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、
県
の
補

助
金
事
業
を
活
用
す
る
。
県
の
補
助
事
業
に

も
該
当
し
な
い
場
合
は
、
市
単
独
事
業
分
と

な
る
。

■
真
庭
の
山
林
を
調
査

　

８
月
３
日
、
真
庭
の
森
の
現
状
を
確

認
す
る
た
め
、
美
甘
地
内
の
山
林
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
の
職
員
に

よ
る
説
明
を
受
け
、
小
花
粉
ス
ギ
実
証
地

林
、
森
林
経
営
管
理
制
度
モ
デ
ル
山
林
、

間
伐
前
、
後
の
市
有
林
の
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
森
林
経
営
管
理
制
度
等
を

研
究
し
て
い
く
上
で
、
参
考
と
な
る
事
例

で
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
真
庭
で
の
設
計
監

理
は
誰
と
契
約
し
た
の
か
。

隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
と

契
約
し
た
。

■
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
林
道
維

　

持
補
修
事
業
の
基
準

　

農
林
土
木
課
よ
り
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
林
道
維
持
補
修
事
業
の
基
準

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
道
維
持
補
修

事
業
に
森
林
環
境

譲
与
税
を
充
当
す

る
対
象
路
線
を
、

国
の
示
す
林
道
規

程
に
よ
る
自
動
車

道
１
級
、
２
級
と

し
ま
す
。
た
だ
し

自
動
車
道
３
級
で

あ
っ
て
も
、
費
用

対
効
果
の
大
き
い

路
線
は
対
象
と
し

ま
す
。今

ま
で
は
ど

ん
な
財
源
を

充
当
し
て
き
た
か
。

Q：Question= 問　A：Answer= 答

《

産
業
観
光
部
》

A

A

Q Q
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美甘の山林で市職員の説明を聞く委員



若
い
保
育
士
の
サ
ポ
ー
ト
と
か
調
整

し
て
い
る
。
加
え
て
、
保
育
士
が
休
暇

取
得
す
る
場
合
に
対
応
す
る
短
期
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を
配
置
し
て
負

担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
環

境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

保
育
の
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
つ

つ
、
正
規
職
員
に
つ
い
て
増
や
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

集
落
と
集
落
の
間
の
防
犯
灯
設
置

は
、
ど
こ
ど
こ
の
集
落
で
設
置
し
て
く

だ
さ
い
と
は
言
え
な
い
。
特
に
問
題
な

の
は
、中
学
生
や
高
校
生
の
自
転
車
通

学
路
で
あ
る
。通
学
路
で
あ
る
県
道
に

お
い
て
は
、ほ
と
ん
ど
防
犯
灯
が
設
置

▶
議
長
席
か
ら
見
た
議
席

岡﨑 福島 岩本古南 質問席

答弁席

妹尾 緒形

庄司

大月 中尾 入澤
原

小田 福井 長尾
柴田

谷本
中元 柿本

酢本 竹原 山本
築澤

河部
氏平

さ
れ
て
い
な
い
。
通
学
生
徒
た
ち
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
、市
に
お
い
て

必
要
な
個
所
に
設
置
す
べ
き
。

　

集
落
が
離
れ
て
い
る
場
合
、
自
治

会
で
設
置
・
管
理
と
い
う
の
は
困
難
な

場
合
が
確
か
に
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
は
、
地
域
同
士
ま
と
ま
る
の
で
あ
れ

ば
、
市
が
設
置
す
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
自
治
会
間
で
協
議
、
合
意
、
調

整
し
て
自
治
会
か
ら
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
市
の
基
準
、
予
算
も
考
え
な
が
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

答
太
田
市
長

答
岸
本
健
康
福
祉
部
長
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保
育
の
現
場
を
見
て
支
援

対
策
を

　

保
育
職
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
状
況
の
中
で
、現
場
の
保
育
士
の
業

務
負
担
は
増
え
、今
ま
で
以
上
に
厳
し

い
職
場
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
感
染
症

予
防
対
策
の
人
員
は
補
充
も
さ
れ
て

い
な
い
。現
場
の
保
育
士
の
善
意
に
依

存
し
た
ま
ま
の
保
育
体
制
で
よ
い
の

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
す
る
ま
で
の
期
間
、支
援
員
を
配

置
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
。

　

保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
に

よ
っ
て
、
負
担
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
で
、
国
の
配
置
基
準
を
20
名

上
回
る
173
名
配
置
し
て
い
る
。
担

任
を
持
た
な
い
主
任
保
育
士
を
全

園
に
配
置
し
て
、
園
長
の
補
佐
や
、

答
太
田
市
長

問庄
司
史
郎

防犯灯のない通学路 県道390号線

太田昇市長

三ツ宗宏教育長

答弁者
通
学
路
に
防
犯
灯
の
設
置
を

問



一般質問

12

　

①
幼
児
の
命
を
つ
な
ぐ
液
体

ミ
ル
ク
を
災
害
用
備
蓄
品
と
し

て
、積
極
的
な
活
用
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

②
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に
対

す
る
災
害
備
蓄
の
た
め
の
啓
発

活
動
と
し
て
、
健
診
や
予
防
接

種
の
際
に
、災
害
備
蓄
へ
の
啓
発

活
動
を
し
て
は
い
か
が
か
。

く
り
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　

真
庭
市
総
合
計
画
の
中
で
も
、

地
域
通
貨
を
導
入
す
る
計
画
に

し
て
い
る
。
今
後
真
庭
市
が
す
る

と
す
れ
ば
、
現
金
を
使
わ
な
い
非

接
触
型
の
衛
生
的
、効
率
的
な
簡

易
決
済
シ
ス
テ
ム
に
で
き
な
い

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
ポ
イ

ン
ト
制
も
そ
う
い
う
中
で
や
っ

て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
度
の
補
正
予
算
に
公
金

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
市
民
ポ
イ
ン

ト
調
査
研
究
事
業
を
出
し
て
お

り
、
商
工
会
、
金
融
機
関
、
福
祉

関
係
、
環
境
関
係
と
い
っ
た
団
体

も
入
れ
て
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

　

①
液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い
て

流
通
備
蓄
は
で
き
な
い
か
と

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
協

議
を
し
て
い
る
。

　

②
乳
幼
児
健
康
診
査
会
場

で
、
今
で
も
災
害
の
関
係
の

情
報
提
供
と
か
相
談
に
応
じ

て
い
る
。
今
後
、
一
般
的
な

災
害
時
の
備
え
や
、
災
害
時

に
必
要
な
資
材
リ
ス
ト
の
展

示
な
ど
、
こ
ん
な
も
の
を
災

害
の
と
き
に
備
え
た
ほ
う
が

い
い
で
す
と
い
う
、
そ
れ
が

分
か
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
く
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
逃
げ

遅
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
市

区
町
村
に
対
し
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ら
福
祉
職
と
の
連
携
を

強
化
し
、
個
別
計
画
の
作
成
を
促

す
方
針
を
内
閣
府
が
固
め
た
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
①
要
支
援
者
の
避
難

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
と
策
定

推
進
に
お
け
る
困
難
要
因
に
つ

い
て
②
内
閣
府
の
方
針
に
対
す

る
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

①
私
の
避
難
プ
ラ
ン
を
800
人
の

方
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
要
配

慮
者
の
対
象
が
１
，
１
７
０
人
な
の

で
、
300
人
の
方
が
未
作
成
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
出
し
た
く
な
い
、
自
分
で

す
る
か
ら
作
ら
な
い
、自
主
防
災
組

織
が
な
く
個
別
プ
ラ
ン
の
作
成
ま
で

進
ん
で
い
な
い
、
な
ど
の
こ
と
も
あ

る
が
今
後
も
進
め
て
い
く
。

　

②
真
庭
市
は
既
に
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
必
要
に
応
じ

て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
医
療
福
祉
の
専
門

家
の
助
言
や
支
援
を
求
め
て
い
る
。

　

廃
屋
に
蜂
の
巣
が
で
き
、
近

隣
に
蜂
が
大
量
発
生
し
た
場

合
、
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
、
誰
が
責
任
を
負
う
の

か
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
。

 　

昨
年
度
か

ら
真
庭
市
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
対
応

が
可
能
に
な
っ

て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
一
つ
の
仕
事

と
な
っ
て
い

る
。
緊
急
を
要

す
る
と
か
、
被

害
が
、
危
険

が
及
ぶ
と
き
に

は
、
緊
急
避

難
と
し
て
行

政
が
や
ら
ざ

る
を
得
な
い
場

合
に
は
行
政

と
し
て
行
っ
て

い
く
。

　

市
民
の
参
加
を
促
し
な
が
ら
、

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
導
入
す
る
自
治
体
が
あ
る
。

真
庭
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
課

題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、地

域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
力
に

か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。地
域
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
を
提
案
し
て
、地
域
づ

蜂
の
巣
駆
除
の
支
援

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

導
入
を

液体ミルク（中央）含む家庭用備蓄品　危機管理課前に展示

スマートフォンでキャッシュレス決済

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問妹
尾
智
之

乳
幼
児
液
体
ミ
ル
ク
の

備
蓄

災
害
時
個
別
計
画
作

成
を
福
祉
職
と
連
携

問

問

問大
月
説
子

大
月
説
子



済
活
動
の
持
続
可
能
な
環
境
づ
く

り
が
可
能
と
考
え
る
が
、市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

真
庭
市
が
独
自
に
検
査
体

制
を
確
立
す
る
の
は
ほ
ぼ
出

来
な
い
。

　

今
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陽
性
判

定
の
精
度
は
60
か
ら
70
％
程
度

の
確
率
で
あ
り
、
現
時
点
で
検

査
体
制
を
市
独
自
で
し
て
も
、
か

え
っ
て
混
乱
す
る
。
今
、
真
庭

市
で
蔓
延
す
る
状
況
に
な
い
中
で

緊
急
性
は
無
い
と
思
っ
て
い
る
。

ご
提
案
の
様
な
事
は
難
し
い
の
か

と
思
っ
て
い
る
。

一般質問
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け
る
外
来
診
療
の
医
療
提
供
体
制

と
検
体
採
取
体
制
を
踏
ま
え
て
早

急
に
新
た
な
検
査
体
制
整
備
計
画

を
策
定
す
る
よ
う
要
請
す
る
と
し

て
い
る
。
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
よ
る

検
査
、
１
日
20
万
件
を
め
ざ
す
と 

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
検
査
体

制
や
検
査
対
象
が
不
透
明
で
あ

り
、
不
安
を
払
拭
す
る
事
は
出
来

な
い
。

　

経
済
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
感

染
拡
大
や
重
症
化
を
防
止
す
る
観

点
の
検
査
体
制
と
し
て
、
社
会
的

検
査
体
制
を
確
立
す
べ
き
と
考
え

る
。
検
査
対
象
業
種
の
特
定
や
本

人
の
希
望
に
よ
り
検
査
が
定
期
的

に
繰
り
返
し
行
え
る
体
制
を
確
立

し
、
無
症
状
者
を
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
治
療
を
行
う
事
に
よ
り
経

携
し
て
豊
栄
地
区
の
対
策
を

打
っ
て
き
た
。
被
害
防
止
を
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
と
電
気
柵
と

併
せ
た
も
の
を
猿
用
に
し
て
、

集
落
ぐ
る
み
で
監
視
を
行
い
、

被
害
マ
ッ
プ
を
作
り
捕
獲
檻
の

設
置
場
所
を
決
め
る
と
い
う
こ

と
を
行
っ
た
。

　

被
害
は
減
少
し
た
が
、
近

隣
で
出
没
し
て
被
害
が
出
て
い

る
。
広
範
に
実
施
し
な
い
と

あ
ま
り
効
果
が
な
く
周
辺
地
域

も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
き
た

い
。
被
害
防
止
対
策
の
勉
強
会

に
42
地
区
の
自
治
会
が
参
加
。

移
動
式
の
捕
獲
檻
の
設
置
希
望

を
と
り
、
上
・
神
代
・
惣
・
吉

の
４
地
区
で
設
置
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
10
月
末
ま
で

に
順
次
設
置
し
て
い
く
。

　

②
７
月
末
ま
で
に
イ
ノ
シ
シ

が
476
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
188

頭
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
５
頭
を
捕

獲
。
猿
被
害
は
27
件
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

　

①
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
事

業
者
が
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
の
今
後
の
経
済
対
策
、
支

援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。②
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済

対
策
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
、企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。 

　

真
庭
市
と
し
て
経
済
産
業
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
過
程
で
市
内
業
者
と
消
費

者
の
聞
き
取
り
調
査
を
や
ろ
う

と
進
め
て
い
る
。
消
費
喚
起
に
よ

る
市
内
経
済
循
環
の
活
性
化
を

や
り
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
生
産

性
向
上
の
為
の
設
備
投
資
や
経

営
体
質
の
強
化
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
状
況
を
見
て
必
要
な
ら
12

月
に
対
策
を
打
っ
て
も
良
い
。
②

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
地
域
振

興
・
人
材
育
成
等
を
目
的
と
し
た

も
の
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
限
定
的
に

使
う
こ
と
は
制
度
上
で
き
な
い
。

　

今
年
３
月
・
４
月
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
拡
大
期
は
、
行
動
自
粛

が
求
め
ら
れ
、
経
済
活
動
に
大
き

な
影
響
を
出
し
な
が
ら
も
一
定
程

度
抑
え
込
む
こ
と
が
出
来
た
よ
う

に
思
う
。
７
月
以
降
再
び
感
染
が

拡
大
傾
向
の
中
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、
８

月
段
階
で
は
岡
山
県
内
に
お
い
て

も
連
日
の
よ
う
に
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
人
の
行
動
拡
大
と
共
に
感

染
が
拡
大
す
る
事
が
再
確
認
さ
れ

た
様
に
思
う
。

　

政
府
は
、
８
月
28
日
７
項

目
に
わ
た
る
今
後
の
取
り
組

み
を
公
表
し
た
。
検
査
の
面

で
は
、
唾
液
を
用
い
る
新
た

な
検
査
手
法
が
確
立
さ
れ
、

検
査
能
力
が
拡
充
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
事
等
を
勘
案

し
、
検
査
体
制
の
抜
本
的
な

拡
充
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

今
後
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
流
行
期
を
踏
ま

え
検
査
需
要
に
対
応
で
き

る
様
、
都
道
府
県
に
対
し

指
針
を
示
し
、
地
域
に
お

　

①
豊
栄
地
区
で
の
実
証
実
験

の
進
捗
状
況
、そ
し
て
効
果
的
な

支
援
策
の
検
討
は
。

　

②
今
年
度
の
猿
対
策
の
進
捗

状
況
と
捕
獲
は
ど
う
い
っ
た
状

況
な
の
か
。

　

①
昨
年
４
月
に
岡
山
県
が

策
定
し
た
第
２
種
特
定
鳥
獣

管
理
計
画
に
基
づ
い
て
県
と
連

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
・

検
査
体
制
拡
充
策

猿
害
対
策
の
進
捗
状
況

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者

支
援

問

問柿
本
健
治

柿
本
健
治

ＰＣＲ検査の流れ（イメージ）

真庭市のええもん贈ります ふるさと納税

問柴
田
正
志

柴
田
正
志
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真
庭
市
は
高
齢
、
要
介
護

に
な
っ
て
も
ず
っ
と
生
き
生
き

楽
し
く
過
ご
せ
る
。
居
宅
で
も

き
っ
ち
り
と
目
標
を
持
っ
て
明

る
く
生
活
が
で
き
る
と
い
う
市

を
目
指
す
た
め
、
ま
た
介
護
人

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
確
保
す

る
手
だ
て
を
独
自
に
何
か
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

介
護
は
個
々
の
家
庭
に
お
い

電
燃
料
に
広
葉
樹
の
利
用
が
増

え
れ
ば
林
業
振
興
、CO2
削
減
や
治

山
治
水
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

話
さ
れ
た
が
そ
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
燃
や
し

て
も
CO2

は
元
素
と
し
て
不
変
で

あ
り
幾
ら
燃
や
し
て
も
Ｃ
の
値

と
Ｏ
の
値
は
変
わ
ら
な
い
。地
上

の
物
を
燃
や
し
て
も
元
素
構
成

は
変
わ
ら
ず
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
な
る
と
言
わ
れ
た
が
、

３
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。植
物
由

来
、製
造
輸
送
の
課
程
で
化
石
燃

料
を
使
え
ば
燃
焼
し
排
出
さ
れ

た
CO2

を
地
中
に
戻
す
手
段
が
乏

し
く
、時
間
が
か
か
り
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
は
な
い
。
植
物

の
栽
培
や
育
成
を
維
持
し
な
け

れ
ば
化
石
燃
料
と
同
じ
温
暖
化

を
進
め
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
必
要
な
面
積
は
日
本
国

土
の
７
倍
の
面
積
が
必
要
と
言

わ
れ
る
、
そ
れ
ら
の
考
え
方
は
。

　

治
山
治
水
に
つ
い
て
は
路
網

整
備
と
森
林
集
約
化
を
行
い
針

葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林
を
進

め
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
山
づ

く
り
を
す
る
。木
を
伐
る
の
に
機

械
を
使
う
と
ガ
ソ
リ
ン
、油
が
い

る
。完
全
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
は
言
え
な
い
。日
本
は
森

林
資
源
で
最
大
の
国
で
、で
き
る

限
り
地
下
か
ら
の
化
石
燃
料
を

地
上
に
持
ち
出
さ
な
い
事
で

CO2

の
削
減
に
努
め
る
。

　

地
球
温
暖
化
な
ど
の
異
常
気

象
で
環
境
の
悪
化
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
抜
く

子
ど
も
達
に
踏
み
込
ん
だ
教
育

を
。
地
球
温
暖
化
と
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
は
、エ
コ
活
動
の
実
践
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

題
材
を
改
め
て
学
校
に
紹
介

し
家
庭
や
地
域
で
の
学
び
に
努

め
る
。

　

高
齢
者
が
外
出
後
行
方
不
明

に
な
り
、
捜
索
し
て
も
見
つ
か

ら
ず
、
林
野
で
立
て
続
け
に
亡

く
な
っ
て
発
見
さ
れ
る
と
い
う

事
案
が
市
内
で
発
生
し
て
か
ら
、

見
守
り
タ
グ
を
利
用
し
た
高
齢

者
の
見
守
り
事
業
を
開
始
し
て

２
年
が
経
過
し
た
。そ
の
利
用
実

績
は
ど
う
か
。

　

高
齢
者
と
身
近
に
関
わ
っ
て
い

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
絡
協

議
会
、ケ
ア
会
議
や
認
知
症
セ
ミ

ナ
ー
と
か
な
ど
で
説
明
を
し
、
マ

ス
コ
ミ
に
も
出
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
普
及
に
努
め
た
。
利
用
実
績

は
、
相
談
は
あ
っ
た
が
貸
与
ま
で

に
至
る
事
例
は
無
く
、
利
用
は
ゼ

ロ
で
あ
る
。

　

現
在
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
福
祉
用
具
の
貸
出
し
の
中

に
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
た
感
知

器
が
商
品
化
さ
れ
、新
し
い
も
の

が
出
て
い
る
。年
度
途
中
か
ら
で

も
切
り
替
え
る
よ
う
な
こ
と
も

考
え
て
い
く
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
の
目
標
を
設

定
し
、
成
長
・
雇
用
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
循
環
型
社
会
・
地

球
温
暖
化
対
策
・
生
物
多
様
性
の

保
全
等
に
取
組
む
も
の
で
あ
る
。

最
近
の
異
常
気
象
で
複
合
災
害
、

豪
雨
、台
風
を
考
え
た
治
山
治
水

の
見
直
し
を
。
太
田
市
長
は
、小

泉
進
次
郎
環
境
大
臣
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
で
バ
イ
オ
マ
ス
発

利
用
実
態
が
無
い
の
が

一
番
の
問
題

介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
確
保

す
る
手
立
て
を

Ｓエ
ス

Ｄ
デ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

13
番

気
候
変
動
に
対
策
を

児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
践
に
つ
い
て

問

問

問小
田
康
文

て
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
真

庭
市
の
介
護
保
険
料
は
市
の
中

で
は
低
い
ほ
う
か
ら
３
番
目
で

あ
る
。

　

単
費
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
く
と

い
う
選
択
も
あ
る
が
、
今
の
真

庭
市
の
所
得
な
ど
の
状
況
を
考

え
て
い
る
と
、
な
か
な
か
そ
こ
を

ど
ん
ど
ん
上
げ
て
い
っ
て
、
そ
う

い
う
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
て
い
ろ

い
ろ
充
実
さ
せ
て
い
く
の
が
ど

う
な
の
か
と
思
う
。
介
護
人
材

が
確
保
し
に
く
い
と
い
う
深
刻

な
問
題
も
、
真
庭
市
だ
け
で
は

な
く
て
、
過
疎
地
域
全
体
が
そ

う
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

訪問入浴介護の様子

広葉樹の植栽　湯原地内

問福
井
荘
助

福
井
荘
助

答
三
ツ
教
育
長



き
②
感
染
症
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
、

現
場
の
人
手
不
足
を
補
う
試
み

と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
用
し
た
介
護
・
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
す
る
べ
き
だ
。

　

①
行
政
手
続
の
所
要
時
間

を
短
く
し
て
負
担
軽
減
に
努
め

る
。
情
報
化
、情
報
処
理
の
迅
速

化
を
進
め
た
い
②
先
進
事
例
も

勉
強
し
な
が
ら
、導
入
に
あ
た
っ

て
は
十
分
な
検
討
を
し
た
い
。

　

平
成
29
年
３
月
の
道
路
交
通

法
改
正
に
よ
り
、
総
重
量
3.5
㌧

一般質問

ア
ベ
マ
キ
等
は
枯
死
し
て
し
ま

う
。
涼
を
求
め
て
塩
釜
冷
泉
を

訪
れ
る
人
々
は
多
い
が
、葉
が
落

ち
て
木
陰
の
な
い
水
源
の
環
境

は
寂
寥
た
る
も
の
で
あ
る
。こ
の

惨
状
を
ど
う
立
て
直
す
か
。長
引

い
て
は
、観
光
蒜
山
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
と
思
う
が
、市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
が
木
の
中
に
持
ち

込
ん
だ
ナ
ラ
菌
が
蔓
延
し
て
動

脈
が
目
詰
ま
り
し
て
通
水
障
害

が
起
き
、
枯
れ
て
し
ま
う
伝
染

病
で
あ
る
。
老
木
の
方
が
被
害

を
受
け
、
広
葉
樹
の
中
で
も
コ

ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
は
被
害
に
遭

う
と
枯
れ
や
す
く
、
ク
ヌ
ギ
・

ア
ベ
マ
キ
・
イ
ヌ
ブ
ナ
は
枯
れ

に
く
い
と
研
究
が
進
ん
で
い

る
。
美
し
い
里
山
を
構
成
す
る

ブ
ナ
の
広
葉
樹
に
移
る
こ
と
に

よ
り
、
若
木
が
育
っ
て
行
く
に

は
時
間
が
か
か
る
。

　

市
は
県
の
森
林
総
合
研
究
所

と
協
力
し
て
、
特
に
景
観
上
重

要
な
塩
釜
冷
泉
の
周
辺
の
中
蒜

山
登
山
道
、
蒜
山
冒
険
の
森
、

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
と
こ
ろ
で
、

カ
シ
ナ
ガ
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
っ
て

虫
を
集
め
て
捕
ま
え
る
対
症
療

法
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
う
し

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
と
、
猛
暑
の
中
、
我
が
真
庭

市
で
異
常
事
態
が
起
こ
っ
て
い

る
。
蒜
山
地
区
を
中
心
に
発
生

し
て
い
る
、「
ナ
ラ
枯
れ
」
で
あ

る
。こ
の
ま
ま
広
が
れ
ば
真
庭
の

山
々
で
、自
然
林
は
全
滅
し
て
し

ま
う
の
で
は
と
危
惧
す
る
。立
木

と
し
て
残
る
の
は
人
工
林
の
杉

檜
で
あ
っ
て
、
特
に
ブ
ナ
系
の
、

コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
・

以
上
7.5
㌧
未
満
の
車
両
運
転
に

必
要
な
準
中
型
免
許
が
新
設
さ

れ
た
。消
防
ポ
ン
プ
車
の
よ
う
な

3.5
㌧
を
超
え
る
車
両
の
運
転
に

は
普
通
免
許
以
外
に
準
中
型
免

許
取
得
が
必
要
に
な
り
、
経
済

的
な
負
担
が
課
題
だ
。
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

準
中
型
の
運
転
免
許
の
取
得

費
用
を
公
費
助
成
し
て
い
く
。

　

法
律
が
改
正
さ
れ
、タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
地
域
組
織
な
ど
と
協

力
し
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
運
行
管
理
や
車
両
整
備
管
理

の
委
託
を
受
け
、地
域
組
織
の
中

か
ら
住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
を
出
し
、

地
域
の
足
充
実
を
図
れ
る
よ
う

に
す
る
も
の
。こ
の
制
度
を
活
用

す
べ
き
。

　

地
域
の
人
が
よ
り
多
く
利
用

で
き
、よ
り
便
利
に
な
る
よ
う
に

し
な
が
ら
、
利
用
者
と
事
業
者
、

行
政
が
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
に
な
れ

る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、地
域
の

足
確
保
に
頑
張
っ
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
行
政
、医

療
、
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
課
題

や
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、

３
密
を
回
避
す
る
た
め
、一
層
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
べ
き
。①
家
族
が
亡
く
な
っ
た

後
の
行
政
手
続
の
負
担
軽
減
を

図
る
新
シ
ス
テ
ム
導
入
を
す
べ

「
ナ
ラ
枯
れ
」
対
策
は

万
全
か

行
政
と
市
民
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
を

消
防
団
員
の
免
許
取
得

へ
の
支
援
決
定

公
共
交
通
の
さ
ら
な
る

充
実
を

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

蒜山地域で広がるナラ枯れ被害　上蒜山

勝山方面隊の山林火災訓練

問河
部
辰
夫

た
緊
急
対
策
に
加
え
て
、
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
、
ナ
ラ
枯
れ

被
害
を
受
け
や
す
い
高
齢
の
広

葉
樹
を
伐
採
し
、
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
と
し
て
活
用
す
る
。
そ
の

種
が
落
ち
て
新
し
い
若
木
を
育

て
、
広
葉
樹
林
を
再
生
す
る
実

証
を
市
内
林
業
者
と
連
携
し
て

進
め
て
い
る
。　

　

広
葉
樹
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

に
使
っ
て
い
き
、
そ
の
製
造
コ

ス
ト
を
含
め
た
研
究
に
な
る
。

ま
ず
は
伐
採
し
、
そ
れ
か
ら
県

に
も
頑
張
っ
て
も
ら
う
。
国
の

国
有
林
も
あ
り
、
全
力
を
尽
く

す
が
、
全
て
の
山
の
管
理
は
無

理
。
最
大
限
取
り
組
む
。

問岩
本
壯
八

15



16

一般質問

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
全

面
芝
生
の
公
園
で
老
人
、親
子
連

れ
の
利
用
も
多
い
。
北
町
公
園

に
あ
る
典
武
館
道
場
と
久
世
体

育
館
は
非
常
に
老
朽
化
し
て
い

る
。
特
に
体
育
館
は
、隣
接
す
る

保
育
園
が
運
動
会
で
使
用
す
る

が
、
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
体
育
館

な
の
に
雨
天
時
に
は
、運
動
会
が

延
期
と
な
る
。　

北
町
公
園
の
整

備
が
い
つ
に
な
る
の
か
を
伺
う
。

　

ト
イ
レ
と
い
う
の
は
、あ
る
面

で
は
一
つ
の
顔
と
い
え
る
。
公
共

関
係
の
ト
イ
レ
に
入
っ
て
、何
だ

こ
の
街
は
と
思
わ
れ
る
か
、感
動

し
て
も
ら
え
る
か
で
、イ
メ
ー
ジ

は
全
然
違
う
。
衛
生
面
で
ト
イ

レ
の
水
洗
化
や
洋
式
化
と
い
う

の
は
大
変
大
事
な
こ
と
。

　

久
世
駅
の
ト
イ
レ
は
地
方
創

生
事
業
で
全
額
国
費
。こ
れ
か
ら

街
づ
く
り
を
進
め
た
い
が
、非
常

知
能
力
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

非
認
知
能
力
と
は
、学
力
や
Ｉ

Ｑ
な
ど
、
計
れ
る
力
と
異
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
思
い

や
り
・
協
感
性
、
忍
耐
力
、
自

信
・
自
尊
感
情
、
意
欲
な
ど
が

あ
り
、脳
科
学
者
に
よ
れ
ば
非
認

知
能
力
は
６
歳
ま
で
に
育
ま
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

幼
児
教
育
の
重
要
性
に
お
け

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、子
ど
も
た
ち

を
育
む
環
境
と
非
認
知
能
力
の

向
上
で
あ
り
、欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
力
で
あ
り
、身
に
つ
け
て

い
け
る
よ
う
に
力
を
注
ぐ
べ
き

で
あ
る
。真
庭
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
ど
ん
な
心
を
育

み
、ど
ん
な
力
を
つ
け
て
い
く
の

か
、
市
長
に
伺
う
。

　

子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
連

続
性
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
の
教

育
と
小
学
校
就
学
後
の
児
童
期

の
教
育
の
円
滑
な
接
続
が
重
要

で
あ
る
。
今
後
も
、
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
、
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
専
門
家
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
就
学
前
か
ら
一

貫
し
た
教
育
環
境
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

教
育
長
と
話
を
し
て
い
る
の

は
、
自
分
が
こ
の
仕
事
を
し
て

良
か
っ
た
、
こ
の
学
校
に
い
て

良
か
っ
た
、
生
き
て
良
か
っ
た

と
言
え
る
、
そ
う
い
う
自
己
肯

定
感
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て

て
い
く
こ
と
を
少
し
長
期
に
わ

た
っ
て
議
論
し
て
い
る
。

　

家
庭
、
地
域
社
会
の
教
育
力

を
高
め
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
連
携
し
て
社
会
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
、
環

境
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。
保
護
者
の
方
々
、
地
域

の
方
々
と
も
同
じ
思
い
を
持
っ

て
子
育
て
を
し
て
い
き
た
い
。

　

９
月
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

対
策
と
し
て
、
和
式
ト
イ
レ
の
洋

式
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
市

内
の
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
、
学

校
・
こ
ど
も
園
な
ど
47
施
設
180
基

の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
、
衛
生
環

境
を
改
善
し
感
染
を
予
防
す
る

観
点
か
ら
、
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

施
設
も
多
く
、
高
齢
者
に
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

宮
芝
公
園
や
北
町
公
園
に
は

未
だ
に
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
が

あ
る
。周
辺
集
落
の
公
共
下
水
道

整
備
が
完
了
し
て
い
る
が
、水
洗

ト
イ
レ
に
改
修
で
き
な
い
か
。

　

幼
児
教
育
へ
の
注
力
は
、最
も

投
資
効
果
が
高
い
と
い
う
説
を
、

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し

た
ヘ
ッ
ク
マ
ン
博
士
が
提
示
し
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
は
報
告
書
で
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
重
要
性
を
詳
細
に
ま
と

め
提
言
を
行
っ
た
。
ヘ
ッ
ク
マ
ン

博
士
の
幼
児
教
育
の
研
究
で
重

要
な
の
は
、Ｉ
Ｑ
に
代
表
さ
れ
る

認
知
能
力
だ
け
で
は
な
く
、非
認

汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
の

水
洗
化
は

非
認
知
能
力
も
重
要

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

宮芝公園 芝生の中のトイレ

米作りを学ぶ湯原こども園児

に
お
金
が
掛
か
る
。施
設
の
性
質

や
配
置
、
量
や
利
用
状
況
な
ど

も
含
め
て
、優
先
度
を
も
う
け
て

整
備
し
て
い
く
。そ
う
い
う
中
で

感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
補

正
予
算
化
し
た
。

　

現
時
点
で
の
改
修
予
定
は
な

い
が
、
体
育
館
・
公
民
館
も
Is

値
が
0.3
と
、
ど
ち
ら
も
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
は
、

十
分
頭
に
入
れ
て
あ
る
。
来
年

と
か
で
は
な
く
、
国
の
重
要
文

化
財
の
旧
遷
喬
小
学
校
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。エ
ス
パ
ス
の
関

係
も
含
め
て
課
題
の
施
設
が
多

く
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

問谷
本
彰
良

問緒
形
　
尚



Ｃ
Ｒ
検
査
を
市
の
負
担
で
し
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
の

余
地
は
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
ケ
ー

ス
を
考
え
て
、
専
門
家
と
相
談

し
適
切
に
冷
静
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

①
コ
ロ
ナ
感
染
者
差
別
は
、

絶
対
許
さ
れ
な
い
。
人
と
人
を

分
断
し
、
社
会
活
動
を
破
壊
す

る
も
の
だ
。
学
校
・
地
域
へ
向

け
て
、
感
染
者
差
別
を
行
わ
な

い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
、
み
ん

な
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
発
信

し
て
い
る
。
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れ
な
き
差
別
や
教
訓
を
今
後
に

生
か
す
と
し
て
、患
者
の
人
権
を

尊
重
す
る
と
明
確
に
し
て
い
る
。

市
長
・
教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

②
第
３
波
・
秋
冬
を
踏
ま
え
、

学
校
、
医
療
施
設
、
介
護
施
設
、

保
育
園
、
学
童
施
設
な
ど
感
染

管
理
が
必
要
な
対
象
で
感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
、
市
民
の
安

全
・
安
心
と
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
、
誰
で
も
経
費
負
担
軽
減

で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
攻
め
の
市
独
自
の
検
査

体
制
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

①
真
庭
市
で
は
、
そ
う
し
た

事
態
が
な
い
よ
う
市
民
が
お
互

い
信
頼
し
、
温
か
い
心
で
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
、
差
別
的
な
扱
い
・
誹
謗

中
傷
を
絶
対
許
さ
ず
、感
染

予
防
に
努
め
る
よ
う
邁
進

す
る
。

　

②
幅
広
い
市
民
へ
の
検

査
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、
学
校
施
設
な

ど
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、

不
安
を
早
く
取
り
除
い
て
、

学
校
再
開
し
た
い
こ
と
に

な
る
と
、場
合
に
よ
っ
て
は

市
独
自
で
、あ
る
範
囲
の
対

象
に
な
る
方
に
つ
い
て
、Ｐ

　

①
全
国
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
に
対
す
る
差
別
的
言
動
が

後
を
絶
た
な
い
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。感
染
者
と
そ
の
家
族
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
特
定
さ
れ
、誹
謗
中
傷
さ

れ
、居
住
地
を
出
て
行
か
ざ
る
を

得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。こ
れ
ら

の
行
為
は
、人
権
を
傷
つ
け
る
見

過
ご
せ
な
い
行
い
だ
。感
染
拡
大

を
防
ぎ
、
社
会
経
済
活
動
を
維

持
し
て
い
く
上
で
も
、大
き
な
障

害
に
な
る
。感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
は
、ハ
ン
セ
ン
病

や
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
い
わ

災
害
防
止
や
自
給
率
向
上
対
策

に
重
要
で
あ
る
。

　

①
危
機
的
状
況
に
あ
る
農
家

へ
の
対
策
、具
体
的
な
施
策
を
伺

う
。②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
真
庭

で
は
、
資
源
循
環
・
環
境
保
全
型

の
農
業
を
推
進
し
て
い
る
。真
庭

里
海
米
の
生
産
拡
大
を
進
め
る

た
め
に
、農
地
を
集
約
す
る
の
は

ど
う
か
。

　

③
管
理
で
き
て
い
な
い
土
地

は
、
既
に
放
棄
さ
れ
広
葉
樹
林

に
な
り
つ
つ
あ
る
。圃
場
整
備
さ

れ
た
土
地
は
、固
定
資
産
税
を
払

い
な
が
ら
、無
料
で
貸
し
付
け
て

い
る
農
家
も
あ
る
の
で
、確
定
申

告
時
に
減
免
等
は
で
き
な
い
か
。

　

④
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
農

地
を
貸
す
登
録
を
し
て
も
、
す

ぐ
に
借
手
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

借
手
が
見
つ
か
る
ま
で
に
自
走

式
草
刈
機
で
草
刈
り
を
す
る
よ

う
な
施
策
は
な
い
か
。

　

⑤
農
地
を
管
理
す
る
た
め

に
、
真
庭
市
内
の
高
校
生
へ
、
高

校
を
卒
業
し
て
農
業
体
験
を
す

る
等
の
取
組
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

①
農
地
や
山
林
が
荒
れ
て
い

く
姿
を
見
る
と
、
心
が
痛
む
。

農
業
は
、
国
土
の
保
全
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
耕

作
放
棄
地
を
作
り
だ
さ
な
い
施

策
、
秘
策
・
特
効
薬
は
全
く
無

い
。
農
業
収
入
以
外
に
、
副
業

等
を
組
み
合
わ
せ
た
半
農
半
Ｘ

農
業
を
進
め
て
い
く
。
⑤
農
業

高
校
を
真
庭
市
が
支
援
し
、
意

欲
の
あ
る
人
が
、
入
学
し
た
い

農
業
高
校
に
す
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

　

②
圃
場
整
備
は
、
農
業
の

効
率
性
を
上
げ
る
た
め
に
重
要

だ
。
今
の
農
業
情
勢
で
は
、
集

約
は
厳
し
い
。
③
耕
作
放
棄
地

を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
、
営

農
を
継
続
し
て
地
域
を
守
る
。

固
定
資
産
税
の
減
免
は
で
き
な

い
。
④
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等

を
、
農
家
の
圃
場
管
理
に
使
っ

て
も
良
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
農
業
へ
の

影
響
で
、
別
居
の
息
子
が
帰
省

を
自
粛
し
、
実
家
の
農
作
業
が

で
き
な
く
な
っ
た
世
帯
も
あ
っ

た
。
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢

は
、
約
70
歳
で
近
い
内
に
、
加

齢
に
よ
り
耕
作
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
整
備
さ
れ
た

田
を
守
る
に
は
、も
は
や
個
人
の

努
力
で
は
出
来
な
い
。
農
地
は
、

コ
ロ
ナ
差
別
許
さ
ず

安
心
の
検
査
体
制
を

耕
作
放
棄
地
を
作
り
だ

さ
な
い
施
策

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
新
田
産
業
観
光
部
長

人間回復の橋　邑久長島大橋

耕作放棄地　勝山地内

答
三
ツ
教
育
長

問岡
﨑
陽
輔

問山
本
久
惠

山
本
久
惠



　

新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
を
来
年
に
は
配
布
予

定
で
あ
る
。
市
民
の
皆
様
が
目
を
通
し
、自
分

の
事
と
し
て
身
を
守
る
行
動
を
常
日
頃
か
ら

取
れ
る
状
況
が
必
要
だ
。
毎
年
起
き
る
台
風

被
害
の
中
で
、コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
症
が
懸
念
さ
れ
る
。
災
害
時
の
避
難
所
の

在
り
方
も
重
要
な
施
策
と
な
る
。
現
在
市
内

で
153
名
の
防
災
士
の
登
録
が
あ
る
。
市
防
災

会
の
設
立
や
日
本
防
災
士
会
と
の
包
括
連
携

協
定
及
び
研
修
会
等
の
回
数
を
増
や
し
て
い

く
考
え
は
無
い
か
。

　

市
の
支
援
事
業
で
の
資

格
取
得
者
が
47
名
。
そ
の

方
々
を
中
心
に
組
織
作
り
を

行
い
、
活
動
強
化
の
為
に
防

災
士
の
方
々
に
活
動
し
て
戴

く
条
件
整
備
を
し
よ
う
と
思

う
。
ま
ず
は
そ
こ
と
の
協
定
。

　

そ
の
先
は
、県
支
部
と
の
協

定
で
と
思
う
。

　

防
災
説
明
会
や
防
災
士
研

修
会
等
地
区
別
、
や
り
方
等

開
催
出
来
る
様
検
討
す
る
。

市
と
し
て
、
色
々
な
対
策
に

取
組
む
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
え

な
い
中
、
今
冬
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
も
国
民
全
体

に
及
ば
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
年
10
月
か
ら

全
国
各
地
で
人
の
交
流
が
今
以
上
に
活
発

に
始
ま
る
。
そ
う
し
た
中
、
優
先
す
る
こ
と

は
感
染
予
防
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
駆

使
し
て
、
出
来
る
限
り
発
症
し
な
い
様
に
予

防
接
種
や
３
密
を
避
け
る
呼
び
か
け
運
動

を
今
以
上
に
市
民
の
皆
様
に
周
知
す
る
事

業
展
開
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　

真
庭
市
も
12
歳
迄
と
65
歳
以

上
の
補
助
制
度
に
加
え
、
13
歳

か
ら
64
歳
迄
を
今
年
度
特
別
措

置
と
し
て
補
助
制
度
を
提
案
し

て
い
る
。
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
コ
ロ
ナ
も
含
め
た
予
防
を
、

行
政
と
し
て
周
知
・
徹
底
し
て

い
く
。

　

感
染
症
の
一
般
的
な
予
防
対

策
に
つ
い
て
様
々
な
広
報
媒
体

を
活
用
す
る
と
共
に
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
を
戴
き
、
市
と
し

て
積
極
的
に
広
報
し
て
い
く
。

防
災
研
修
・
避
難
所
運
営
の

包
括
協
定
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
啓
発
を

問

問原
　
秀
樹

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
岸
本

健
康
福
祉
部
長

地域防災説明会　蒜山振興局

７
年
３
月
31
日
ま
で　

非
公
募　

年
額

611
万
円

▼
蒜
山
な
ご
み
の
温
泉
津
黒
高
原
荘
、

津
黒
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
、
津
黒
温
泉

プ
ー
ル
、
津
黒
高
原
ス
キ
ー
場
、
中
和

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

中
和
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド　

指
定
先
＝

㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山　

令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で　

公
募
１
団
体　

年
額
１
，

３
８
６
万
円

▼
蒜
山
ヒ
ル
ズ
、
自
然
牧
場
公
園　

指

定
先
＝
㈱
ア
ス
ト
ピ
ア
蒜
山　

令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で　

公
募
１
団
体　

年

額
198
万
円

▼
北
房
な
か
つ
い
陣
屋
、北
房
旧
菅
野
邸

　

指
定
先
＝
な
か
つ
い
陣
屋
管
理
運
営

委
員
会　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で　

非
公
募　

年
額
118
万
円

指
定
管
理
者
決
ま
る

▶
青
木
本
家

▶
津
黒
高
原
荘

▶
旧
菅
野
邸

来
年
４
月
か
ら

答
橋
本
危
機
管
理
監

得

　

真
庭
市
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。年
額
は
市

が
支
払
う
１
年
間
の
指
定
管
理
料
で
す
。

▼
余
野
農
村
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
高
仙
の

里
よ
の
、
高
仙
の
里
よ
の
青
木
本
家　

指
定
先
＝
㈱
ラ
イ
フ
ギ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で　

公
募

１
団
体　

年
額
82
万
円

▼
真
庭
市
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
（
情
報

サ
イ
ト
の
運
営
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

運
営
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
託
、
移
住
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
か
）　

指
定
先
＝
（
一

社
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン　

令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で　

公
募
１
団
体　

年

額
693
万
円

▼
八
束
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
和
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

指
定
先
＝

( )
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会　

令
和
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障がいのある人が作る商品の半額を補助する  障がい者活躍支援  真庭    　　　　促進事業

障がいのある人の活躍を

商品は
どこで買えるの？

応援
真庭市湯原温泉442-1
電話：0867-62-7701
対象商品：
ぱずるん★くるりん、計算コロ
コロ、積み木、木馬など木製知
育玩具、コースター、マグネッ
ト、しおりなど
　販売：旭川荘、湯本温泉館、
勝山木材ふれあい会館

旭川荘
真庭地域センター

真庭市若代2887-1
電話0867-46-2090
対象商品：
真庭産・米粉かりんとう・お茶
セット、樫西和紙×神楽谷アート
　販売：スカイハート灯、真庭あ
ぐりガーデン

スカイハート灯

真庭市宮地1621
電話：0866-56-1330
対象商品：
まにぞうファミリーボックス、
すうじボックス、ブロックハウ
ス、数字ボード、ウッドカーなど
木製知育玩具、さをり織りトー
トバッグ・ポーチなど
　販売：勝山木材ふれあい会館、
旧遷喬尋常小学校、下湯原温泉
ひまわり館、道の駅醍醐の里

真庭いきいき会

真庭市高屋376-1
電話：0867-52-2662
対象商品：
かにかまスライス(愛犬・愛猫
のおやつ)
　販売：ワークプレイスまにわ

ワークプレイス
まにわ

真庭市福田279-1
電話：0867-45-1700
対象商品：
pretteria( プ レッテリア )　
リード、首輪、猫用首輪
　販売：就労継続支援Ａ型事
業所ファースト、真庭あぐり
ガーデン、UEDA VILLAGE、
神庭の滝滝の茶や、道の駅醍
醐の里、下湯原温泉ひまわり館

就労継続支援
Ａ型事業所ファースト

真庭市蒜山上長田2300-1
電話：0867-66-7750
対象商品：
麺セットA(棒状そうめん16人
前、めんつゆ16人前)、麺セット
B(蒜山棒状そば６人前、棒状
茶そば６人前、棒状そうめん４
人前、めんつゆ16人前)、麺セッ
トC(蒜山棒状そば16人前、め
んつゆ16人前)
　販売：ワークスひるぜん

ワークスひるぜん

真庭市五名10-1
電話：0866-52-9390
対象商品：
コスモスクッキー &ボール/2
ボックス　コスモスクッキー &
ボール/3ボックス
　販売：コスモスワーク、真庭あ
ぐりガーデン、道の駅醍醐の里

コスモスワーク

申込先：社会福祉協議会
　 電話：0867-42-1005

詳細は
こちら

作る
人も

買う
人も

得問い合わせ：福祉課障がい者支援推進室 杉山 電話：0867-42-1581

つながり



稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
、
全
国
の
自
治
体
議
会
（
１
，７
２
４

市
町
村
、
47
都
道
府
県
、
東
京
23
区
）
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
議
会
改
革
に
取
り
組
む
活
動
に
順
位
を
つ
け
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
年
、

真
庭
市
議
会
は
１
，
４
３
３
位
中
115
位
で
し
た
。
昨
年
は
96
位
、
一
昨
年
は
156

位
、
そ
の
前
は
571
位
で
し
た
。
さ
ぁ
、
次
な
る
議
会
改
革
の
挑
戦
は･･･

　

私
た
ち
の
３
年
間
を
写
真
集
に
し
ま
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

早

毎年、政策提言書を市長に渡します

環太平洋大学の林准教授の研修会を２回開催

岡山県内でいち早く公表した政務活動費

政策討論会　常任委員会の提案内容をみんなで討論します

３年間で11団体と意見交換会をしました　障がい者との意見交換会

議場にタブレットが登場　ペーパーレス議会です

桜の見頃に合わせて議場を
開放　議場コンサート、ロ
ビーで作品展示を開催

タブレットの使い方を学習　最初は苦労しました

55
議会改革　３年の活動記録

24 人、４年目の今年は来年評価されます。全国どこもコロナ禍で
活動できなかった 2020 年です。どんな順位がつくのでしょうか？

位

1,433位中

議会活性化 15 施策

①　政
策形成

サイク
ルの確

立

②　議
員間の

自由討
議

③　政
策立案

のため
の環境

整備

④　不
断の議

会改革
推進

⑤　各
種団体

との意
見交換

会の実
施

⑥　地
域報告

会の開
催

⑦　市
民アン

ケート
の実施

⑧　広
報媒体

を活用
した議

会活動
の公開

⑨　要
望・陳

情にお
ける参

考人制
度の活

用

⑩　一
般質問

通告書
を傍聴

者に配
布

⑪　各
地域で

の常任
委員会

の開催

⑫　所
属常任

委員会
以外の

常任委
員会の

　　情
報提供

真庭市議会では、議会活性化15
施策を定め、毎年検証しています
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議会報告会＋市民と語る会を３年間で36回開催　写真は月田会場

平成28年12月から、一般質問通告
書を傍聴者に配布しています
　傍聴席・モデルは事務局職員報告書もアンケート結果も公表

龍谷大学の土山教授の研修会を２回開催

議
場
の
カ
メ
ラ
▼

高校生議会のため、一般質問をレクチャーしました 京都大学 広井教授の講演会を開催

本会議は全てＭＩＴで生中継しま
す　一般質問は番組として放送、
議決を伴う常任委員会は録画放
送、本会議・決算・予算委員会な

どの行事はＭＩＴニュースで放送しています

日本広報協会の直接指導を３度受け、広報改革を進め
てきました　完成に近づいています

議会ホームページを完全リニュー
アル　議事録も公開しています
冊子の議事録もあります 倉吉市議会と交流会を行っています

1111
全国

議会改革　３年の活動記録
24 人、４年目の今年は来年評価されます。全国どこもコロナ禍で
活動できなかった 2020 年です。どんな順位がつくのでしょうか？

付せん紙に意見を書いて
もらい、市民と語る会を進
行する手法を学びました



　真庭市議会では、傍聴者が希望した場合、手話通訳
者を傍聴席に派遣する体制を８月に整えました。真庭地
域の聴覚障がい者らでつくる真庭聴覚障害者コミュニ
ケーションの会 やまなみの６人が、９月定例会一般質問
の論戦を手話通訳で傍聴し、新型コロナウイルス感染症
対策や幼児教育の重要性をめぐる執行部と議員との論
戦を、手話を見てうなづきながら熱心に聞いていました。

　ＩＣＴ化推進部会は、リモートによる会議を実験
しています。５月に実施したリモート会議では、通信
環境の不具合により大幅な遅延が発生し、失敗しま
した。８月25日の再実験では、遅延の発生もなくス
ムーズな会議となりました。災害発生時の緊急対応
や感染症の予防対策に、タブレットが極めて有用で
あることが確認できました。

　コロナ禍及びウィズコロナにおけるウイルス感染予
防対策として、執行部は真庭市本庁、振興局各庁舎
内のWeb会議システムの増強、その他通信設備等

を整備します。
　この整備に合
わ せ て 議 会 で
は、議場及び委
員会室の映像・
音 声 環 境 の 改
善のため、機器
更新及び新設し
ます。

手話通訳による傍聴が可能に

リモート会議に挑戦（ICT部会）

コロナ対策で議場機器更新

　10 月８日、真庭市議会基本条例に基づく政策討論会
を開催しました。 市政に関する重要な政策や課題に対
して解決すべきテーマや実現すべきテーマを委員会ご
とに設定し、 議員全員で議論の後、 共通認識の醸成
及び合意形成が図れたものは、市長に対し政策提言し
ます。総務委員会は「防災計画の充実・強化について」、
文教委員会は「地域における高齢者福祉施策の更なる
充実強化について」、産建委員会は「山紫水明 真庭の
森づくり」をテーマとし、論戦を繰り広げました。
　10 月 27 日の全員協議会で最終検討を加え、11 月に
古南議長と緒形副議長が太田市長へ政策提言書を渡し
ます。次号でその内容をお知らせします。

政策討論会で論戦

GIKAI  NO  UGOKI

き
の

動
８月 ９月 10月編

議 会

やまなみの６人が手話で傍聴

８人が議会タブレットで会議

議場の音声環境改善します議場での政策討論　産業建設常任委員会

22
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2020

ここは市民みんなでつく
るページです楽しい気
持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民市民
の

蓮　大本家康

無題　近藤里桜

銅像も感染予防　谷 赤の川東公園　南北 岡田悦雄

実
用
新
案
登
録
の
椅
子　

還暦記念モラ　典子

大きくなってね☆ そうちゃんファミリー 新しい家族 絢心　貴

10月19日厚生労働省ホームページによる

髙田神社の狛犬もマスク　初枝

押し花絵　大月久子

蒜
山
三
座

議
報
会

広

　絵画、イラスト、書、写真などを募集して
います。住所、氏名、電話番号を書いてく
ださい。ペンネームを希望される場合も連
絡先と氏名が書いてあることが必要です。
　「投稿！言いたい」は200字以内にまとめ、
ご応募ください。文責として氏名を掲載し
ます。誹謗中傷等の内容や紙面の都合
上、掲載できない場合があります。

募
集応募先  真庭市議会

宛先:24ページの帯欄に記載しています

広場広場

新型コロナウイルス感染者数（死亡者数） 単位：人

あっ マスク

　
ソーシャル

ディスタンス
　 手洗い

米　　国
イ ン ド

8,106,384
7,432,680

39,570,791世 界 計  91,560日 本 計  

（219,286）

（112,998）

（1,108,492） （1,669）

28,839
11,464

（434）

（227）

東　　京
大　　阪

　
　
　
秋
景
　
増
田
邦
夫



解
者
の
中
か
ら
５
人
に
「
真
庭
産

米
粉
か
り
ん
と
う
セ
ッ
ト
」
が
当

た
り
ま
す
。
は
が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の

住
所
・
氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し

て
い
る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
締

切
は
11
月
30
日

（
月
）
で
す
。

　

前
号
の
応

募
総
数
は
45

通
で
、正
解
者

45
人
で
し
た
。

ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

　　
月
１
日
㈫

月
１
日
㈫
か
ら
か
ら
　　
日日
㈮㈮

1212

1818

1111
月月
3030
日日
㈪
ま
で

㈪
ま
で

12
　

12
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
、
11
月
30

日
（
月
）
ま
で
で
す
。来
年
３
月
定
例
会
の
締
切
は
１

月
29
日
（
金
）、
様
式
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事

務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。た
だ
し
、
土
日
祝
日
等
の

市
役
所
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き

は
、
誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る

の
に
対
し
、
陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

12
月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は 補

正
予
算
で
取
り

組
む
主
な
ト
イ
レ

工
事
は
？

式
化

〇

議会改革は新たなステージへ

本
会
議（
開
会
・
提
案
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 
常
任
委
員
会

　
　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

11
日

10
日

15
日（
木
）

（
火
）

（
金
）

１
日

４
日

７
日

８
日

９
日

14
日

18
日

12
月

（
火
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
月
）

（
金
）

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開

会
し
ま
す
。■
正
式
に
は
11
月
18
日
の

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

ふるさと
１ 枚

湯原社地区にある大御堂。県内最古の建材を
使った建築物。正面奥の厨子に観音様がまつられ
ている。７月中旬に地域住民が車座になって数珠
を回し、五穀豊穣や虫除けを願う百万遍がある

問 

題
発
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真
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真庭市議会HP
をご覧ください
議会広報も第１号
から掲載しています

まにぞう

正

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

事
務
局

事
務
局

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

氏
平　

篤
正

大
月　

説
子

緒
形　
　

尚

谷
本　

彰
良

初
本　
　

勝

山
本　

久
惠

南　
　

俊
樹

神
田　

幸
宏

24

　

真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、

真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
「
Ｍ

Ｉ
Ｔ
」
の
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
１
２
２
）
で
生
中
継
し
て
い

ま
す
。是
非
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

ご
視
聴
く
だ
さ
い

令
和
２
年
11
月
３
日
文
化
の
日
、
芸
術
の
秋
で

す
ね
。そ
し
て
食
欲
の
秋
、政
治
の
秋
？・・・
９
月

に
菅
内
閣
が
発
足
し
、
早
２
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。前
政
権
を
引
き
継
ぐ
と
言
う
。で
は
「
女
性

の
活
躍
」は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●
昨
年
の
世
界
『
男
女
の
格
差
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で

は
、
日
本
は
121
位（
153
か
国
中
）で
し
た
。男
女

で
健
康
・
教
育
の
格
差
は
あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、政
治
・

経
済
の
格
差
が
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
当
然
先
進
国
で

は
最
下
位
で
、中
国
や
韓
国
よ
り
も
低
い
で
す
。

●
日
本
の
地
方
議
会
で
の
女
性
議
員
の
割
合
は
、
全
国

平
均
で
は
13.2
％
で
す
。
真
庭
市
で
は
、
24
人
中
２
人
で

8.3
％
で
す
。
９
月
議
会
で
議
員
定
数
の
削
減
が
発
議
さ

れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
貴
方
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
議
員
の
平
均
年
齢

は
、
少
し
高
め
の
66
歳
で
す
。●
高
い
と
い
え
ば
、
当
市

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
1.91
人
で
す
。
全
国
平
均
は
1.36
人

な
の
で
、平
均
よ
り
か
な
り
高
く
、と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

し
か
し
出
生
率
が
高
く
て
も
、
全
体
的
に
出
産
可
能
な

女
性
が
少
な
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
で
、
文
化
祭
や
秋
祭

り
が
中
止
さ
れ
、
寂
し
い
限
り
で
す
。マ
ス
ク
も
手
洗
い

も
体
力
も
必
要
で
す
。笑
う
門
に
は
、
福
が
来
る
。み
ん

な
で「
新
し
い
生
活
」に
臨
み
ま
し
ょ
う
。コ
ロ
ナ
禍
の
一
日

も
早
い
収
束
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。       

（
文
・
山
本
）

女性の活躍は

QUIZ
GIKAI


